
















































1984年から 85年にかけて，出雲郡斐川町の神庭荒神谷から銅剣 358本，銅鐸 6個，銅矛 16本が
一括出土した．次いで，1996年には大原郡加茂町の加茂岩倉から，39個もの銅鐸が一括出土した．
全て弥生期のものである．そして，両遺跡に共通する神奈備山が仏経山であり，その山頂には磐座
が存在し，麓には出雲国造の祖・伎比佐加美高日子命（きひさかみたかひこのみこと）が出雲大神
を奉祭する曾枳能夜神社（そぎのやじんじゃ）がある．のちに杵築に移るまでの間，出雲大神の魂
はこの山上にあり，国造の祖によって奉祭されてきたのである．
原　正治：「建学の精神」の源流を旅して 13
以上より，磐座祭祀の場所はいずれも鉱山開発と深い関わりがあることに気付く．大和の場合，
三輪山の麓には「金屋」「穴師」などの地名が残るように製鉄が行われていた形跡があり，御所市に
ある「葛城御歳神社」は背後の山に磐座を祭るが，ここにも鉱脈があり，先の高鴨神社の神域も鉱
脈の上にある．製銅・製鉄が「国作り」の中核を占めていたことからすれば，出雲系の神と磐座祭
祀＝信仰との関係は根源的なものであったといえよう．
（6）　結びに代えて―出雲大社とは何か
「古事記」によると，高天原を追われたスサノオは，肥の河上の鳥髪という地に降り立ったとされる．
この時，上流より流れ来た箸を見て，川上には人が住んでいると考え，さらに遡って行った結果，
イナダ姫と出会うことができた．スサノオはどこを歩いたか．川筋を歩いている．二つの世界を結
ぶもの，それが「川を流れて来る箸」として言い表わされていることは重要である．
出雲大社の階段の下を浜床（はまゆか）という．昔はそこに神門水海（かんどのみずうみ）があっ
た．したがって，復元図の長大な梯子は川の象徴と考えられる．そして，社殿は山，それは神奈備
山であり，磐座そのものでもある．すなわち，山，川，海という自然世界そのものを一つの循環と
して具現したのが，出雲大社なのである．神庭荒神谷，加茂岩倉，どうしてあのような場所から青
銅器が見つかったのか．そこが神の通り道だったからである．
地球環境破壊が急激に進行しつつある現在，出雲大社は極めて重要な情報を我々に発信してくれ
ている．それは，現代の「結びわざ」とは何なのかを，常に我々に問い続けているという意味にお
いて，そうなのである．
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